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Helle， 19'84;井上， 1989). わが聞においてもミカンハダエFanonychuscitri 
(McGregor) (入間. 1973;木村・・貞井， 1973;森・武智， 1973;関・松尾， 1973 
;西野・大串. 1973;井上， 1986， 1989; Osakabe and Inoue， 1988)やカンザワ









になる(江原， 1975 a， b; H e 1 e a n d P i j n acke r， 1985) • ミカンハダニはカンキ
ツ類を始めナシ，モモなどの落葉性果樹に害生し，その他クワやモクセイ，マメ
ツゲなどにも発生する(江原， 1975c)広食性のハダニで， Ashihar，a (1987)によ
ればマメ科植物でも発育する.本種の生態については特にカンキツ類で詳しく研
究されている(真梶， 1959a， b， 1962;森， 1964;田中・井上. 1970;加藤， 19 
72; Nakao et a1.， 1977;古橋・酉野， 1979a， b;古橋， 1980;村間， 1983; 
Wanibuchi and 8aito， 1983) .発育速度が速く， 250Cでは産卵されてからほぼ2
週間程度で成虫になり(真梶t 195，9a;内田， 1982) ，西南陵地のカンキツでは年
聞に13"."14世代を経過する(真梶， 1959b). これらに加えて，本種の農業上の重
要性から，被害解析(関・小林， 1963;内田ら t 1966;松尾・関， 1969a， b， 19 
76 ;大久保， 1983;浜村・ら， 1984)やシミュレーションモデルによる発生予察(












(真梶， 1961a， 1961b) として類別されている.すなわち，非休眠系統は年聞を
通じてまったく休眠しないのに対して，休眠系統は9月から 10月の短日条件下で
ナシなどの落葉性果樹の枝に休眠卵を産みつけ，卵のまま越冬する(内田・真梶，
1980 ;内田， 1982;孫ら. 1988). 真梶・内問(1980)，内回(1982)および











生するミカンハダニの系統が異なり(真梶ら， 1986;森本・高藤， 1983) ，両系
統が混発しているナジ闘があることが報告されるなど (Takafujiand Morimoto， 
1983 ;孫ら， 1988) ，これら両系統の分布は変化し，なおかつ被雑化している.
ナシ固にミカンハダエが発生する場合，通常，非休眠系統の卵は樹上で越冬でき





























伝的距離の算出法や系統関係、の解析法が種々考案された (Nei，1987) • これによ
って，形態に基づく分類学や発生学とは異なった角度からも生物の変異や進化が
論ぜられるようになった.現在では既にショウジョウパエ科のDrosophila属(
o hn i s h i e t a 1.l 1983; Wa t a d a e t a 1.， 1986)やカ科のAnopheles属の一種(
Takai l 1986) ， ミツバチ科の包旦担E属とPsithyrus属 (Pekkarinen，1979; 
P a m il0 e t a 1.， 1981， 1984， 1987) t アリ科のRhytidoponera属 CWard，1980) 
などの昆虫類や脊椎動物，魚類および植物に至る様々な生物において，タンパク
の分子進化に基づいた遺伝的距離の測定と系統関係の解明が行われている.
ノ、ダニ類においても， Ogita and Kasai (1965)がミカンハダニとナミハダニ
L旦斗旦eKochのエステラーゼ，酸性フォスフォモノエステラーゼおよびアミラ
ゼーを寒天ゲノレ電気持く窃J法により検出した. その後， ミカンハダニ(武久・田中，
1967 ;問中ら， 1972)やカンザワハダエ CKuwaharaet al.， 1981;桑原， 1982， 
1984b) t ナミハダニ (s1 a n k I 1979; We y d a e t a 1.t 1984)などでエステラーゼ
アイソザイムが検出され，主に有機りん剤抵抗性との関係について検討された.
一方t Sulaand Weyda (1983)はナミハダニの個体群開および個体群内にエステ
ラーゼアイソザイムの顕著な多型現象があることを示し， Ward et a1. (1982)は
ナミハダニ， L..1urkestani (Ugar. and Nik.)およびL..2acificusからリンゴ酸






























moto， 1986; Takafuji， 1986， 1988)が指摘され，最近では雄成虫の挿入器の形











































個体群 採集場所 採集年 脊主植物
くミカンハダニ〉
HkSp 北海道札幌市 1987， 1990 ヤマグワ
FsFs 福島県福島市飯坂町 1984 カラタチ
IsKg 石川県加賀市奥谷地区 1983 ナ シ
NnTk 長野県下伊那郡高森町 1986 ナ シ
IkTb 茨城県つくば市谷田部町 1986 ナ シ
IkTy 茨城県新治郡千代田村' 1983 ナ 乙/
IkAm 茨城県稲敷郡阿見町 1983 ナ 手/
TbMd 千葉県松戸市松戸 1986 ツ ゲ
TbYc 千葉県八千代市上高野 1986 ナ シ
TbTy 千葉県館山市山本 1990 カンキツ
KgHt 神奈川県平底fIJ 1971 カンキツ
KgNb 神奈川県小田原市 1989 カンキツ
YnYn 山梨県山梨市万力 1986 モ モー
YnMs 山梨県東入代~tß御坂町 1986 ナ シ
Ynlw 山梨県東八代郡石和町 1989 ナ シ
SoKg 静岡県掛川市 1990 カンキツ
SoOk 静岡県清水市 1989 カラタチ
AcGg 愛知県南郡市 1990 カンキツ
WkAt 和歌山県有国郡吉備町 1990 カンキツ
第1表-2 供試虫の来歴
個体群 採集場所 採集年 帯主植物
くミカンハダエ〉
TtD.e 1 鳥取県東伯郡大栄町 1982 ナ シ
TtDe2 鳥取県東伯郡大栄Iilr 1989 ナ シ
TtDe3 鳥取県東伯郡大栄町 1990 ナ シ
Snlm 島根県出雲市芦渡町 1986 ナ ν 
HgKs 兵庫県城崎郡香住町田 1985 ナ シ
OyOyl 岡山県岡山市百枝月 1982 ナ シ
OyOy2 岡山県岡山市百枝月 1986 ナ シ
OyOy3 岡山県岡山市百枝月 1990 ナ シ
OyOk 岡山県巴久郡邑久町 1990 カンキツ
HsAt1c 広島県豊田郡安芸津町 1982 カンキツ
HsA t.2 c 広島県豊田郡安芸津町 1988 カンキツ
HsAtlp 広島県豊田郡安芸津町 1982 ナ シ
HsAt2 広島県豊田郡安芸津町 1983 数種植物
YgHg 山口県萩市 1989 カンキツ
EhMyl 愛媛県松山市 1979 カンキツ
TsKu 徳島県勝浦郡勝浦町 1990 カンキツ
FoYk 福岡県山門郡山川町 1977 カンキツ
FoAg1 福岡県甘木市長谷山 1982 ナ シ
FoAg2 福岡県甘木市長谷山 1989 ナ シ
FoAt 福岡県甘木市高木目 1984 ナ シ
FoKh1 福岡県嘉穂町府見届 1984 ナ シ
FoTs 福岡県筑紫野市 1989 カンキツ
SgOg 佐賀県小城郡小城町 1979 カンキツ
OiKs 大分県東国束郡国東町 1990 カンキツ
KsTm 鹿児島県垂水市本城 1990 カンキツ
OnNg 沖縄県名護市名護 1990 カンキツ
くリンゴハダニ〉





















実験に用いた個体群の中で， Kgl-It， EhMy1， SgOgおよびFoYkは採集後，果樹試験
場安芸津支場(広島県豊田郡安芸津町)内のガラス室(約250C)内でカンキツ(





















のからE1'"'"' E6)検出された(第1図). Fo YkからはE1 • Ea. E4およびEs泳動帯が，
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1 n v i t r 0¥:におけるエステラーゼ活性の測定はvanAsperen (1962)およびKuwa一
hara et al. (1982)の方法に準じて行ったー雌成虫を 1個体ずつ3mlのリン酸緩
衝液 (0.067M.pH7.0)中で摩砕い酵素液とした.この酵素液に2%のTriton 
X-I00を含んだエタノーjレ中に溶解させた5xl0-2Mの基質 (α-NAまたはs-NA) 





緩衝液 CO.067M，pH7.0)中で摩砕したものを酵素液とした. 1 mlの酵素液中に，
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pく0.01). このように KgHtの活性が低いのは他の2個体群がそれぞれEl'E2 
を有するのに対して，KgHtはとのいずれの泳動帯も持たないためかも知れない(
第8図).一方. PR型のTtDelのエステラーゼ活性はα-NAとs-NAのいずれにおい

















TtDe 1 PR 
エステラーゼ活性畠
α-NA s-NA 
平均値b CV(目) 平均値b CV(抗)
5.01a 5 3.66e 28 
8.25b 27 4.59f 27 
6.96c 29 4.95f 22 




































2 3 4 5 0 2 3 
Dichlorvos濃度 (x10-5 M) 
第 9図 愛媛 (EhMyI)および福岡 (FoYk)産カンキツ寄生個体群の非特異的エ
ステラーゼに対するdichlorvosの阻害反応 (0. α-NA;・， s -NA ;離
















。 2 3 4 5 
Dichlorvos濃度 (x10-6M) 
第10図 鳥取産ナν脊生個体群 (TtDe1)個体群の非特異的エステラーゼに対する



















解に関与しており (Kuwaharaet a1. I 1981) ， α四および BートIAに対する ln
己主旦での活性は同一系統でほとんど差がない (Kuwaharaet a1. I 1982) • また，
これらエステラーゼの電気泳動法による分離パターンや各種阻害剤による阻害様
式とそれに対するιおよび阻害物質定数(ム)なども両基質問でほぼ一致してい






















































































ゲjレに乗せたシュウトウ莱片 (2X 3 cm)上に移し，250C (16L-8D)の実験室内
















カンキツ(シュウトウ)での発育率が80%以上の7個体群 (FsFs，IkTb， NnTk， 
1 kTy， 1 kAm， TbMdおよびtFoAg1)のエステラーゼ型はいずれもCT型で，発育率が
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個体群 エステラーゼ型 供試虫数 発育率 死亡率 逃亡率
YnYn CT 176 92.0日 4.0目 4.0弘
PR 88 9. 1 70.5 20.5 
OyOy2 CT 92 95.7 4.3 。































?? ??? ? ?? ?
? ? 活性比(α/s) 





(0 . 28-0 . 34) 







日 C. シュウトウ V，インゲンマメ M. クワ
b 活性はタンパク 1μE当り l分間の酢酸ナフチノレ (NA)分解盆(1x 10-自mo1NA 
分解量/タンパタ (μg)/分)により示した.
OyOy2' PR ナシ V 1.03 
HkSp ? ナシ M 0.84 
かった.一方，ナシ寄生型の中でも個体群間で顕著な差がみられ. HkSpの活性は
OyOy2'の1/2またはそれ以下であった. α-NAとs-NAに対する活性の比は. FoYkと








































70分開通電してタンパクを泳動させた.泳動終了後， αー およびs-NA (5 X 10幽 3M) 
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(+) 
KgHt FoYk EhMyl 























用いたミカンハダエは，カンキツから採集されたTbTy，SoKg， YgHg， WkAt， 
K sTm，ナシのIsKg，IkTy， IkAm. Ynlw， TtDe2， FoAg2， FoAt， FoKhlおよびヤマグ
ワから採集されたHkSpの14個体群である(第15岡).各個体群の雌成虫20，-，30個























































各個体群のエステラーゼ型と卵のふ化率との関係は明l瞭であった. Takafuj i 
















































?? ? ? ? ? ? ? ?
???????
?
















































































































第17図 走査型電子顕微鋭により観察されたCT型 (EhMy1) (A)およびPR型
(O~Oy2') (B) 個体群の雄成虫の角川支先立i制fI~











































腹毛と爪間体との角度 (a) と，爪間体の曲率 (b)の角度をラジアンで示す
と aはCT型のKgHtとEhMylでは1.5-.. 2.0であるのに対してPR型のHkSpとOyOy2'で
は1.0.. 1. 3であり， PR型ではCT型に比べて明らかに小さかった(第23図).また，
曲率bはPR型に比べてCT型の方が明らかに小さく; CT型の爪間体はPR型のものに
比べて鋭く曲がっていた. これらの平均値を個体群聞で比較すると，角度aおよ
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第23図 爪間体と腹毛との角度(a )ならびに爪間体の曲率 (b) {O， CT型;
・， PR型;ム， リンゴハダニ:アルファベットは各個体群の平均値を示
し，縦横の棒はそれぞれ標準偏差を示す. }仁 KgHt;E， EhMyl; H. 





















































68.5 B5.0 101.5 18 137.8 
C4 
第25図 CT型 (A)およびPR型 (B) ミカンハダエならびにリンゴハダニ (C)飼育
個体群におけるC4長の頗度分布
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個体群 エステラ 供試 相対比(平均値+SD)
ーゼ型 虫数
L4/C4 CL/C4 L4/CL 
EhMyl CT 21 0.34土0.03b 0.32+0..04b 1. 05土0.07ab
FoYk CT 20 0.30土0.02a 0.30+0.02a 1. 03土O.05a
KgHt CT 20 0.34+0.03b 0.33+0.03b 1. 05土O.06ab
OyOy2' PR 20 0.42土0.04c 0.35+0.02c 1.19:!::0.12c 
HkSp PR 20 0.41土0.03c 0.38土0.03d 1.09+0.07b 
TtDe2 PR 20 0.43+ O. 04c 0.36土0.03c 1.21+0.12c 
AmKi (P.ll1mi) 20 0.66土0.04d 0.43+0.02e 1. 56土O.10d
個体群 相対比(平均値土SD)
P1/L4 Pl/CL Pl/C4 
EhMyl 2.08+0.16a 2.18土0.18a 0.70+0.04b 
FoYk 2.03+0.14ab 2.09+0.12b 0.62+0.05c 
KgHt 2.00+0.13b 2.10+0.16b 0.68+0.05b 
OyOy2' 1 .41土O.13c 1. 67 +0. 08d O.58+0.04de 
HkSp 1.46+0.13c 1.60+0.15de 0.61+0.05cd 
TtDe2 1.31+0.10d 1. 57土0.10e 0.56+0.04e 




























縦横の棒はそれぞれ標準偏差を訴す.瓦t K g H t;E， E h M y1;F t F 0Yk; 

























縦横の棒はそれぞれ標準偏差を示す. K， KgHt; E， EhMyl; F， FoYk; 












計9個体群;第31図)を前項と開様にプレパラート標本にし， C4， L4， CLおよび




























個体群 エステラ 供試 相対比(平均値+SD)
ーゼ型 虫数
L4/C4 CL/C4 L4/CL 
OnNg CT 22 0.35土0.03a 0.34土0.03bcd 1.02+0.06a 
WkAt CT 20 0.39+0.03bc 0.34+0.03bcd 1. 15土0.08bcd
TsKu CT 19 0.37+0.04ab 0.34土0.04bc 1.10+0.08b 
KsTm CT 20 0.36土0.03ab 0.31+0.03a 1.17+0.11cd 
AcGg CT 15 0.36+0.04a 0.33土0.03ab 1.09+0.08b 
OiKs CT 16 0.36土0.03ab O.32+0.02ab 1.12+0.070c 
OyOy3 PR 24 0.42土0.03c 0.36土0.02d 1. 20土0.10d
TtDe3 PR 25 0.39+0.09b 0.35土0.03cd 1.17+0.09cd 
HkSp PR 14 0.42土0.05c 0.33土0.02abc 1.28+0.15e 
個体群 相対比(平均値+SD)
P1/L4 Pl/CL Pl!C4 
OnNg 1.99+0.19a 2.03+0.22a 0.69+0.05a 
WkAt 1.71+0.21b 2.00土0.16ab 0.68土0.05a
TsKu 1.76+0.16b 1. 93土O.17a b 0.65+0.04b 
KsTm 1.69+0.19b 1 .97 + 0 . 16ab 0.61+0.05bc 
AcGg 1.79+0.16b 1.93+0.15ab 0.63土0.05bc
OiKs 1.70+0.12b 1.90土O.13b 0.61+0.05bc 
OyOy3 1. 45土0.11c 1.73:10.17c 0.61+0.04bo 
TtDe3 1.50+0.10c 1.75+0.150 0.61土0.050






























標準偏差を示す. On， OnNg; Oi， OiKs; Ts， TsKu; A， AcGg; K， KsTm; 
























EhMy 1 (L) 
OnNg (W) 

























の基準として，内仙毛 (C4)，外仙毛 (L4)および帯毛 (CL)の相対比が用いら

































2 -a，第12図). Ward et al. (1982)はTetranychus属の3種のハダエについて
リンゴ酸脱水素酵素 (MDH)の遺伝子頻度を調査した際に，雄成虫の電気泳動パタ
ーンは検出できなかったとしている.また，ハダニ類のエステラーゼに関するこ
れまでの調査 CBlank，1979; Sula and Weyda. 1983; Weyda et al.， 1984; Ku-


































親雌の 親llt1~の 次世代 次世代雄成虫のバンド型頗度b
バンド型a 個体数 雄成虫数
l 
9 37 1.00 0 
i 10 42 0.67 0 
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が得られたのに対して i型の雌が産んだ雄の分間'fEパターンは f型と s型に分か




なお，との場合 i型雌が産んだ雄の子孫の比率は理論的には f型 s型で1: 1 
であるが，本実験の結果では期待値に適合しなかった (pく0，05)• この原因に
ついては不明であり，今後検討する必要がある.
母一娘系:交配実験の結果(第35図)では f型xs型 (Pf5x Pm5， Pf6 x Pm6) 
およびs型Xf型 (Pf7XPm7，Pf8XPm8およびPf9X Pm9)の正逆交配により得ら
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Ynlw D. 14 
SoOk 0 96 
く九州地方〉
ygHg 0 91 
OiKs @ 90 
FoAg2 ム 73
FoTs @ 86 
KsTm @ 129 
AA AB BB 
0.05 0.13 0.82* 
0.01 0.01 0.98* 
0.64 0.30 0.07 
0.08 0.39 0.53 
0.57 0.40 0.03 
0.16 0.56 0.28 










AA AB BB 
0.01 0.21 0.77 
0.001>0.04 0.96 
0.62 0.33 0.05 
0.07 0.40 0.53 
0.59 0.36 0.05 
0.19 0.49 0.31 
0.18 0.49 0.32 
B @ ウンシュウミカン.0 カラタチおよびナツミカン，ム ナシ
b *:ハーディ・ワインベノレグの法則による期待値との χ2検定において有意差が





































はOppenoorthand van Asperen (1960)の仮説では説明できないとし，その後は





c icticeps Uh 1 e r (M i y a t a a n d S a it0t 1976;宮田ら， 1981)やヒメトピウンカ
Laodelphax striatellus Fallen (Miyata et a1. t 1976) ，ネッタイイエカ
包担主且且旦~ guinquefasciatu~ (Miyata et a1.， 1984)などの昆虫やカンザワ




Devonshire and Sawicki， 1979).最近ではワタアブラムシ担主主 Eossypii
Gloverではエステラーゼ活性の異なる個体群の存在が知られており (Hamaand 
H 0 s 0d a， 1988;西東， 1989) .これらの活性の相違と薬剤抵抗性との関連を示す






および問中ら(1 972) が薬剤抵抗性との関連を示したE1 およひ~E2泳動帯に対応し
ていることから，殺虫剤および殺ダニ斉IJの散布がこの対立遺伝子にみられる地理
的分布の偏りを生じたー闘である可能性が考えられる.特にカンキツ園ではミカ






致し，東海地方における 2例を除いて有意差はみられなかった. Ward et al. ( 






























%前後であった(第13表). Sn 1 mに比べてKu[tの方が発育が遅く，発育期間は約
10日であった. HkSpのクワでの発育率は70%で，発育期間はSnlmよりさらに短く，




KgHt CT 29 89.7目 0 出 10.3日 ♀ 19 10.3+0.3a 
♂ 7 9.7+ O. 4a 
SnIm PR 29 93.1 6.9 ♀ 23 8.7土O.2b






クワ 30 70.0目 13.3日 16.7目
ナシ 60 3.3 43.3 53.4 
インケやンマメ 30 0 43.3 56.7 



















カンキツ ナシ クワ インドンマメ
ミカンハダニ PR型 (HkSp) × × O × ク ワ
PR型(ナシ寄生) Xb Ob 。00 ナ シ
CT型 @b 。b 。 カンキツ
リンゴハダエd × O 。× 
日@.発育率 (D%)> 80; O. 80>D孟60;ム， 60>D~30; x. 30>D 







内田， 1982;森本・高藤， 1983) と同様であり，さらにAshihara(1987)の実験
ではカンキツから採集された非休眠系統 (CT型)のインゲンマメでの発育串は80
%以上であり，またナシ脊生の休眠系統 (PR型， SnImを供試)では66.7%であっ
た. したがって， HkSp個体群の脊生性は，第15表に示すように， CT型およびナシ
害生のPR型個体群のいずれとも異なり，さらに同胞種であるリンゴハダニ (Osa-










































H s A t 2 c X HkSpでは2.1分であった.逆に， OyOy2'またはHkSpを母系とした場合には
これらに比べて顕著に長く， OyOy2' X HsA t2cでは8.5分， HkSpXHsAt2cでは10.1分
-70-










]-]kSp X HkSp 27 85.2 88.9 7.89+1.81c 
OyOy2'xOyOy2' 29 86.2 93.1 6.63+1.19b 
HsAt2cxHsAt2c 25 92.0 96.0 7.83+1.98c 
目本表ならびに第17表中のアjレファベyトが異なるものはDuncanの多重検定にお
いて有意差が認められたことを示す (pく0.05)





(♀×♂) 10分後 20分後 (平均値土SD)
OyOy2' X I-kSp 30 76.7 83.3 7.40土2.03bc
HkSp X OyOy2 J 30 86.7 90.0 8.22土3.06c
HsA t2c x HkSp 36 61.1 69.4 2.14土1.34a
HkSp X HsAt2c 30 83.3 96.7 10.05土2.54d
]-lsA t2 c X OyOy2 ' 29 75.9 75.9 3.38+2.27a 
OyOy2 J X HsA t2c 30 73.3 80.0 8.45+1.43c 
a 第16表参照






群間交配のいずれの場合も15卵程度であった(第18表). これに比べて. OyOy2' 
および、HkSpの雌成虫の産卵数は少なく，特に他の個体群と交配した場合には10卵
以下であった.また，個体群内交配における産下卵のふ化率はI-1sAt2cで、最も高く






HsAt2c X HsAt2c 15 14.9+6.0d 
OyOy2 I X OyOy2 I 17 11.1+7.5bcd 
HkSp X Hk 18 12.1土8.1cd
HsAt2cX HkSp 19 15.2+3.4d 
HkSp X HsA t2c 24 7.3+6.3ab 
OyOy2 I X HkSp 32 6.2+4.9a 




第19表 クワ帯生型 (HkSp，PR型)，ナシ宥生型 (OyOy2'，PR型)およびカンキ
ツ害生型CI-IsAt2c， CT型)ミカンハダニの個体群内および個体群間交配
による次世代の発育と性比
交配組合せ 交配数調査卵数 ふ化率 発育率a 産雌々率b 次世代。
(♀×♂) (%) (%) (%) の性比
HsAt2cXHsAt2c 15 223 96.9 94.8 93.3 0.66 
OyOy2 I X OyOy2' 17 186 69.9 81. 7 100 0.79 
HkSp X HkSp 18 214 81.8 67.3 80.0 0.49 
HsAt2cX HkSp 19 289 97.2 97.9 。
HkSp X HsA t2 c 24 175 50.3 63.0 。
OyOy2' X HkSp 32 198 56.1 84.5 24.0 0.13 















率が低く， OyOy2 I X HkSpおよびHkSp X OyOy2 Iでそれぞれ56および68%であった.
次世代の発育率は母系の個体群内交四日とほぼ同等でOyOy2I X HkSpでは85%，HkSp 

















































旦盟主主 Marc.，シュウトウC.au r a n t i UlnL. ハッサクC.hassaku hort. ex 
Tanaka，ユズιi旦盟主 Si e b.e x T a n a k. トロイヤーシトレンジ(カラタチ
Poncirus trifoliata Ra f. xワシントンネーブノレC.s inensis Osbeck var. 
b rasiliensis Tanaka)およびカラタチで，その他はナシPyrusserotina Rehder 
var.旦斗.!Rehder，モモ主旦山i盟立主旦 Sieb.et Zucc. var. vulgaris 
Maxim.， リンゴ也担E盟且i旦Mill.var. domestica Schneider，ブドウ巴斗1
v inifera L.，クリ Castaneacrenata Sieb. et Zucc.，ピワETiobotrya























































































































供試植物 供試発育率死亡率逃亡率 発育イ田 発育日数畠
虫数 体数 平均値土SE
トロピタオレンジ 30 3.3% 56.7日 40.0目 ♂ 16 
体細胞雑種1-1 30 10.0 33.3 56.7 ♀ 3 11.1(16-20)b 
体細胞雑種2日 l 30 。 10.0 90.0 
体細胞雑種3-3 30 。 20.0 80.0 
カラタチ 29 82.8 3.4 13.8 ♀ 12 7.0+0.9 
♂ 12 6.8+0.5 
ナ シ 21 85.2 14.8 ♀ 14 1.1+0.5 
♂ 6.7+0.9 















明らかに低かった (pく0.05) (第23表). Es泳動帯ではウンシュウミカンで発
育した個体の活性はGRP2で発育した個体に比べて顕著に高かった (pく0.05)が，







E3 E4 Es 
GRPl 
ウンシュウミカン 4 318土26a 334土lla 224土 8a
シュウトウ 4 305土32a 269土15b 159土13b
GRP2 
ナ ν 4 110土13b 198土16c 154:!: 17 b 







E3/E4 Es/Es E4/E6 
GRPl 
ウンシュウミカン 0.95+0.05a 1. 41 + 0.07 a 1. 49土0.05ab
シュウトウ 1.13+0.08b 2.00+0.38a 1.74+0.22a 
GRP2 
ナ シ 0.55土0.03c 0.71+0.04b 1. 31土0.12ab






においてGRP2より有意に活性が高かった (pく0.05). また， Ea/E4およびEa/E6
の活性比はいずれもGRP1の方がGRP2より高く， トロイヤーシトレンジとカラタチ

















584土41a 319+ 7a 
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CT型飼育個体群 (Kglh)および野外個体群 (HsA t2)の第l




























CT型飼育個体群 (KgH~) および野外個体群 (HsAt2) の第 1 (z 1)およ
び第2 (z 2)主成分の散布図 (GRPl ....ウンシュウミカン Y. シュ




それぞれZjおよひeZ2とした(第39図). これによって Zt I車il!はE3t E.および
E5泳動帯の活性を示す.またt E3/E.およびE3/E5の活性比が大きい場合にはZ2'ili!1J 
で小さな値をとることになる. との場合!GRPlの個体のスコアは座標固に広く分
布し， GRPlとGRP2の4・目遣はKgHtの場合ほど明瞭ではなかった. しかし， GRPlと
GRP2のスコア分布の傾向は異なり.GRPlの多くの個体がZtI ilil Jで正またはZ2I Ili!1Jで













を， GRPlとGRP2からのMahalanobis'汎距離の差 (=-2 z)として示した. これによ
るとKgHtの各個体はすべて正しく帯主植物が判定された(第40函).主成分分析








ウンシュウミ方ン O O 00 
シュウトウ o O O 
GRP2 
シ ' ナ a 0"00 0 a 
モ モ O O O O 
i 目 I 







ウンシュウミカン o 0 <ml>0 CID 
シュウトウ O 。 。 00 O 
ワシントンネーブル O<ID O ∞ O品
ノ、ッサク o (]ID 0 b 0 4 
ニエ ズ O O α)) <0> 0 : 
トロイヤーシトレンジ 。。
GRP2 ' カラタチ oloCIs8DOO∞O 
ナ シ 00 O O 000 













では植物のニ次物質によりmixed-functionoxidase (Brattsten et al.， 1977; 
Yu， 1982a; Ahmad， 1983; Yu and Ing， 1984)やグノレタチオンSートランスフエ
ラーゼ (Yu，1982b)など薬物の代謝に関わる酵素系が誘導され，このため帯主植
物の種類により薬物に対する感受性が変化する (Be r r ye t a 1.J 1980) .脊主植
物による酵素誘導はナミハダニでも生じており，エステラーゼを含む数種の薬物
分解酵素の活性が変化する (Mul1inand Croft， 1983). また，ユキヤナギアブ















5 p.(矢後・古郡， 1937a， 19S7b)およびクワオオハダニPanonychu5mori Ki-
shida (横山・石井， 1934)は， ミカンハダニLci且i(McGregor)であることが
Eha ra (1955 J 1956)により確認された.近年になって本種の休眠系統の地理的分
布が変化していること(山田・野田， 1985;真梶ら， 1986) ，またその休眠性の
有無がナシ園における発生消長にも影響を及ぼしていることが指摘され (Taka-















ており(高藤ら， 1981， 1989; Helle， 1985; Veerman， 1985) ，地域個体群聞で
休眠率に差があることが知られている(後藤・真梶， 1981; Goka and Takafuji， 
1990) • また，ナミハダニでは休眠性の異なる個体聞の交配が可能なため，種々
の遺伝学的研究も行われている (Helle，1968; Ignatowicz， 1985; Goka and 
Takafuji， 1991). しかし， ミカンハダエの系統開にみられる生態的形質の差異
は遺伝的に安定したものであることが，エステラーゼ型との比較によって明らか
である.また，飼育および交阻実験の結果から休眠性が異なる個体群聞に強い生
殖的隔離が生じていることが指摘されており (Takafujiand Fuji-moto， 1985; 


























えて， As hiha ra (1 9 87)はミカンハダニが野外でインゲンマメに脊生し，正常に
発育することを実験的に確認している. しかし，前述の論点からCT型ミカンハダ
ニとPR型ミカンハダニは別種として扱われるべきであると考えられることから，







































(Boudreaux， 1963; Hel1e， 1967; Takafuji， 1986;高藤， 1986). 生息密度が
極端に高くない場合には一般に雌に比べて雄の比率が低いため，複数の雌と有効
な交尾を行っている可能性が高く，それらの雌は同一個体の雄の遺伝子を子孫に














1972; Crozier， 1985;刑部， 1991). さらにハダニ類では個体群増殖率が高く，
また他の生物に比べて突然変異率が高い (X10-4) (Hel1e and van Zon， 1967) 
ことから，優れた適応能力を持っていることが予想され，実際に進化速度が速い
ことを示す報告も幾つかある (Hel1eand Overmerr， 1973) • 
このような繁殖様式や遺伝的特性にもとづく環境適応の顕著な例として，カン
キツ類に寄生するミカンハダエやチャのカンザワハダ::=.T.J<a nzawa i Kishidaなど
における顕著な薬剤抵抗性の発達(井上， 1986， 1989;刑部， 1973a， b;桑原，
1984 b)が挙げられる.一方，数種の広食性の見虫類においては，寄主楠物の二次
物質の代謝のために諜物の代謝に関わる酵素系が誘導され，結果的に薬剤感受性
が変化する (Brattstenet al.， 1977; Berry et al.， 1980; Yu， 1982a， b; 
Ahmad， 1983; Yu and Ing， 1984). これと同織の現象がナミハダニにおいてもみ
































































Gotoh et al.， 191) .昆虫類においても駒|崎(191)がエステラーゼアイソザ




ウゴクオナガコパチTory盟主 s inensis Karnijo (村上ら， 1977;村上・清田，
1983; Otake et al. I 1984)と在来種のタリマモリオナガコパチT.beneficus 
Yasumatsu et Kamijoとの聞の交雑や競争の問題が生じている. しかし，これら 2
種の寄生峰には雌成虫の産卵管鞘と胸部の長さの比率が異なる以外には形態的差


























帯を有し (W型). Ea "' E5泳!fVJ帯が共通に検出された他の個体群の分離パターン
( 1 ....，国型)と異なっていた. これにより， ミカンハダニのエステラーゼアイソ
ザイムをその分離パターンからCT型(1 ""'皿型)とPR型 (N型)に分類した.
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